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平成26年度定期総会で会長が交代しました

　

こ
の
度

会
長
に

就
任
い
た

し
ま
し
た

清
水
で
す
。

思
い
も
よ
ら
な
い
大
役
で
す
が
、

会
員
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
精
い
っ
ぱ
い
務
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
11
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
山
川
前
会
長
の
ご
尽
力
と
ご

功
績
に
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 　

さ
て
、
当
連
合
会
は
昨
年
50
周

年
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
い
、
51

年
目
を
踏
み
出
し
ま
し
た
が
、
同

時
に
超
高
齢
社
会
へ
の
一
歩
で
も

あ
り
ま
す
。
高
齢
社
会
と
い
い
ま

す
と
、
ど
う
し
て
も
介
護
問
題
が

中
心
に
な
り
が
ち
で
、
そ
の
言
葉

の
響
き
だ
け
で
、
な
ん
と
な
く
肩

身
の
狭
い
思
い
が
し
ま
す
。
し

か
し
、
高
齢
者
の
う
ち
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
在

約
18
％
で
す
。
８
割
を
超
え
る

方
々
が
元
気
で
、
あ
る
い
は
一
病

は
あ
っ
て
も
息
災
に
暮
ら
し
、
地

域
の
中
で
様
々
な
活
動
に
関
わ
り
、

近
隣
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
皆
さ

ん
で
す
。

　

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
意
識
は

何
歳
に
な
っ
て
も
大
切
で
す
。
特

に
、
超
高
齢
社
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
高
齢
者
同
士
が
支
え
合

い
、
助
け
合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
時
代
で
も
あ
り
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
役
割
も
ま
た
大
切
に
な
っ

て
く
る
社
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
合
っ
た

魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
状

況
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
身
近
な

方
々
に
入
会
を
勧
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ク
ラ
ブ

が
地
域
の
団
体
や
行
政
と
手
を
携

え
て
地
域
づ
く
り
に
も
関
わ
り
、

そ
の
担
い
手
の
一
つ
と
な
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
常
に
仲
間
や
隣

近
所
の
方
々
と
の
「
つ
な
が
り
」

に
ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

新
た
な
課
題
と
し
て
「
全
国

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

の
具
体
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

活
動
を
統
括
・
促
進
さ
せ
る
た

め
の
委
員
会
の
設
置
も
急
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
改

革
等
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
会
員
・
役
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
、
活
力
溢
れ

る
、
楽
し
い
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を

作
る
た
め
に
前
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
が
会
員
増
強
に
つ
な
が
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

時
代
に
合
っ
た
魅
力
あ
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
清
水
　
昭
郎

会長就任
あいさつ

　

平
成
26

年
度
水
戸

市
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連

合
会
定
期

総
会
を
無
事
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
関
係
者
各
位
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
25
年
度
を
最
後
に
、

市
高
連
会
長
を
退
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

顧
み
れ
ば
、
私
が
会
長
を
拝
命

し
て
か
ら
こ
の
11
年
間
、
自
ら
の

力
不
足
の
と
こ
ろ
、
支
え
と
な
っ

て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

い
た
役
員
の
皆
様
、
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
、
そ

し
て
事
務
局
の
方
々
の
温
か
い
心

遣
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
こ
ま
で

続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
平
成
25
年
度
は
、
市
高
連

創
立
50
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
、
会
員
の
皆
様
は
勿
論
、
広
く

市
民
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し
て

の
記
念
誌
編
集
と
い
う
、
３
年
が

か
り
の
大
事
業
を
見
事
に
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
他
県
か

ら
も
大
き
な
評
価
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
編
集
に
あ
た
ら

れ
た
方
々
に
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
編
集
事
業
を

通
し
、
人
間
の
支
え
合
う
こ
と
の

大
切
さ
、
人
を
活
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
が
活
か
さ
れ
、
一
個

人
の
力
で
は
成
し
得
な
い
事
も
、

皆
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
成
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
の
和
、

絆
の
大
切
さ
を
目
の
当
た
り
に
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
絆
を
更
に
強
く
結
び
合
い
、
ク

ラ
ブ
の
発
展
、
そ
し
て
市
内
各
地

域
の
発
展
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
誓
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
体
制
で
の
水
戸
市
高
齢
者
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
出
発
に
あ
た
り
、

前
半
世
紀
に
築
き
上
げ
た
50
年

に
わ
た
る
強
い
絆
が
、
後
半
世

紀
へ
連
綿
と
継
続
さ
れ
る
こ
と

を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
会
長
を
中
心
に
、

役
員
の
方
々
の
更
な
る
結
束
力

を
も
っ
て
組
織
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が

お
互
い
に
支
え
合
い
、
地
域
の

方
々
に
し
っ
か
り
と
見
守
ら
れ
、

不
安
や
心
配
を
持
っ
た
方
が
少

し
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
、
行

政
と
共
に
地
域
ぐ
る
み
の
支
え

合
う
絆
の
結
び
つ
き
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
一
層
の
発
展
を

祈
念
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
前
会
長
　
山
川
　
　
庫

五
十
年
に
わ
た
る
強
い
絆
の

継
承
を
切
望
し
て
い
る

会長退任
あいさつ

第４１回芸能発表大会で，就任後初の会長あいさつ
仲間同士の助け合いによる地域づくりと高齢者クラブの三大運動「健
康・友愛・奉仕」を精力的に行っていこうと呼びかける。

永年の地域福祉の推進と向上に貢献された功績に対し、水戸市長より感
謝状を贈呈される。贈呈式は、高橋市長が山川前会長のご自宅を訪れ行
われた。　　　　　　　　　　　　　（高橋市長と山川前会長とご家族）
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1 

基
本
方
針

　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

昨
年
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、次
の

半
世
紀
へ
と
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。私
た
ち
は
、諸
先
輩
方
が

積
み
上
げ
た
歴
史
に
敬
意
を
表
し
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

経
験
と
知
識
を
生
か
し
て
「
未
来
に

つ
な
ぐ
絆
」を
合
言
葉
に
次
世
代
へ

誇
れ
る
足
跡
を
残
そ
う
と
誓
い
ま
し

た
。

　

今
後
、わ
が
国
は
人
口
減
少
の
時

代
を
迎
え
な
が
ら
も
、75
歳
以
上
の

高
齢
者
は
急
激
に
増
加
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。地
域
の
中
で
孤
立

す
る
こ
と
な
く
、高
齢
者
相
互
で
支

え
合
い
、生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康

長
寿
を
保
つ
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

心
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
友
愛
活

動
を
も
と
に
、閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
見

守
り
・
生
活
支
援
へ
の
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

活
動
の
活
性
化
を
図
り
温
か
い
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、活
動
内

容
を
外
部
に
積
極
的
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、さ
ら
な
る
組
織
と
活
動
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
を
今
年
度
の
指

針
と
い
た
し
ま
す
。

2 

重
点
活
動

⑴
団
塊
世
代
を
取
り
込
ん
だ
加
入
促

進
に
よ
る
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
「
老

人
ク
ラ
ブ
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」の
推
進

⑵
自
治
会
・
町
内
会
と
連
携
し
、未
設

置
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
づ

く
り
の
推
進

⑶
友
愛
・
奉
仕
の
精
神
で
「
地
域
支

え
合
い
活
動
（
見
守
り
・
声
か
け
活

動
）」の
推
進

⑷
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
福

祉
活
動
と
、社
会
貢
献
に
よ
る
地
域

づ
く
り
活
動
の
推
進

⑸
高
齢
者
ク
ラ
ブ
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

⑹
健
康
維
持
・
向
上
に
努
め
、健
康
長

寿
を
伸
ば
す
「
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
活
動
」の
推
進

⑺
高
齢
期
の
充
実
を
も
た
ら
す
生
き

が
い
活
動
の
推
進

　

◎
趣
味
・
教
養
活
動

　

◎
親
睦
・
旅
行
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

◎
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
「
全
国
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」に
先
立
ち
、２
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

た
。大
歓
迎
し
た
い
。高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
親
睦
団
体
で
あ
る
が
、助
成
金
も

い
た
だ
く
た
め
若
干
の
事
務
手
続
き
が
あ
る
。会
長
任
せ
に
せ
ず
、役
割
を

分
担
し
て
受
け
持
ち
、何
事
も
事
務
局
に
相
談
し
て
み
て
ほ
し
い
、き
っ
と

満
足
な
回
答
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。

　

年
寄
り
は
孤
独
に
な
り
や
す
く
、

若
い
時
と
違
い
友
達
も
少
な
く
な
る
。

テ
レ
ビ
に
向
き
合
う
こ
と
が
多
く
な

り
、認
知
症
の
原
因
で
も
あ
る
と
い

う
。年
寄
り
が
元
気
で
長
生
き
す
る

た
め
に
は
、多
く
の
人
と
会
話
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

区
内
各
班
の
主
な
人
に
発
起
人
に

な
っ
て
も
ら
い
、事
務
局
に
も
相
談

し
26
年
３
月
末
の
区
の
総
会
に
高
齢

者
ク
ラ
ブ
発
足
の
趣
意
書
を
配
っ
た
。

早
速
30
人
近
く
の
入
会
者
が
あ
り
発

足
総
会
を
開
き
「
河
和
田
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」と
し
て
発
足
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を

す
れ
ば
よ
い
か
思
案
中
で
あ
る
。他

の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
指
導

を
仰
ぎ
た
い
の
で
、ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
る
の
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

（
河
和
田
地
区
、設
立
時
会
員
28
人
）

　

私
た
ち
の
町
内
に
は
高
齢
者
ク
ラ

ブ
が
な
く
、隣
の
町
内
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
に
入
れ
て
も
ら
い
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、自
分
た
ち
の
町
内
に
も

高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
運
営
し

て
行
こ
う
と
い
う
意
見
が
多
く
出
た

の
で
、町
内
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に

伺
っ
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
20
数
人
の

方
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、こ
の

度
設
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
と
い
た
し
ま
し
て

は
、酒
門
地
区
高
連
の
事
業
計
画
の

ほ
か
に
自
分
た
ち
の
活
動
計
画
を
作

り
、会
員
が
加
入
し
て
よ
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
酒
門
地
区
、設
立
時
会
員
24
人
）

　

会　

長

清
水
昭
郎
（
新
荘
）

　

副
会
長

佐
々
木
国
雄（
双
葉
台
）

酒
出
卓
治
（
上
大
野
）

杉
山
さ
た
（
女
性
委
）

　

理　

事

岡
田　

浩
（
三
の
丸
）

住
谷　

浩
（
五
軒
）

大
内
三
平
（
新
荘
）

川
崎　

進
（
常
磐
）

礒
崎
孝
子
（
城
東
）

郡
司　

茂
（
浜
田
）

栗
原
文
隆
（
酒
門
）

板
越
文
雄
（
吉
田
）

鈴
木
春
夫
（
吉
沢
）

大
内
勝
美
（
石
川
）

戸
塚
育
甫
（
河
和
田
）

島　

惣
一
（
山
根
）

田
邊　

薫
（
緑
岡
）

後
藤　

昇
（
千
波
）

相
澤　

汎
（
梅
が
丘
）

安
藤　

求
（
見
川
）

鈴
木
浩
三
（
笠
原
）

富
岡　

忠
（
寿
）

木
村　

実
（
渡
里
）

江
幡　

弘
（
柳
河
）

園
部　

弘
（
飯
富
）

後
藤　

厚
（
国
田
）

桑
名　

賢
（
堀
原
）

平
戸　

亨
（
下
大
野
）

小
髙
忠
良（
稲
荷
第
1
）

竹
内
信
二（
稲
荷
第
2
）

鴈
野
重
威
（
大
場
）

倉
本　

操
（
鯉
淵
）

大
和
田
明
文
（
内
原
）

枝
川
勝
美
（
妻
里
）

田
邊
敦
子
（
女
性
委
）

古
田
土
章
江（
女
性
委
）

　

監　

事

桧
山
輝
明
（
堀
原
）

杉
田
政
善
（
妻
里
）

地
区
代
表
女
性
委
員

　

代  

表

杉
山
さ
た
（
常
磐
）

　

副
代
表

田
邊
敦
子
（
緑
岡
）

古
田
土
章
江
（
石
川
）

　

委  

員

大
内
靜
江
（
三
の
丸
）

岡
部
寿
子
（
五
軒
）

小
貫
と
し
（
新
荘
）

安
藤
栄
子
（
常
磐
）

後
藤
政
子
（
城
東
）

吉
江
克
江
（
浜
田
）

小
貫
慶
子
（
上
大
野
）

楊　

文
子
（
酒
門
）

田
口
久
美
子
（
吉
田
）

井
川
多
恵
子（
河
和
田
）

谷
津
敬
子
（
双
葉
台
）

舟
幡
初
枝
（
千
波
）

青
木
高
子
（
梅
が
丘
）

大
和
田
ヨ
シ
子（
見
川
）

鈴
木
功
子
（
笠
原
）

笹
沼
比
佐
乃
（
寿
）

小
園
江
ト
ミ
子（
渡
里
）

星　

百
合
子
（
柳
河
）

長
谷
川
紀
子
（
飯
富
）

山
田
嘉
代
（
国
田
）

佐
藤
妙
子
（
堀
原
）

朝
倉
文
江（
稲
荷
第
1
）

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

平
成
26
年
度　

事
業
計
画
と
予
算　高齢者と子どものふれあい事業は、

昭和 61 年度から続く事業で、水戸市
と当連合会が協働で進めている。
　毎年、申請に基づき（２年間）、地
区高連の場合は年 15 万円（年４回事
業を実施）、単位クラブの場合は年 10
万円（年３回事業を実施）を助成する。
詳しくは事務局にお問い合わせくださ
い。

高齢福祉課　232-9174（直通）

クラブ名 会長名 備考
五軒地区高齢者クラブ連合会 住谷　浩 ～２６年度
常磐地区高齢者クラブ連合会 川崎　進 ～２６年度
吉田地区高齢者クラブ連合会 板越文雄 ～２６年度
柳河地区高齢者クラブ連合会 江幡　弘 ～２６年度
三の丸地区高齢者クラブ連合会 岡田　浩 ～２６年度
谷田羅漢寿会（酒門地区） 菊池　昇 ～２６年度
新荘地区高齢者クラブ連合会 大内三平 新規
緑岡地区高齢者クラブ連合会 田邊　薫 新規
笠原地区高齢者クラブ連合会 鈴木浩三 新規
吉田梅寿会（吉田地区） 上田　曻 新規
百合が丘ピアクラブ（稲荷第２地区） 竹内信二 新規
山根地区高齢者クラブ連合会 島　惣一 新規
堀原地区高齢者クラブ連合会 桑名　賢 新規

平成 26～ 27年度
会長・副会長・理事

監事・地区代表女性委員

 5 月 2 日  １回役員会
 5 月 29 日  市高連総会
 6 月 30 日  芸能発表大会
 7 月 17 日  ２回役員会 
 8 月 2 日～ 7 日  高齢者作品展
 9 月 20 日  社会奉仕の日
 10 月７日  市高連スポーツ大会
 10 月 16 日  ３回役員会
 11 月 26 日  高齢者クラブ大会
 11 月  市高連研修旅行
 12 月  リーダー研修会
 12 月下旬  歳末清掃日
 27 年 1 月 27 日  ４回役員会
 未定  女性代表者研修会
 未定  介護予防研修会

平成 26年度主な事業計画平成２６年度高齢者と子どものふれあい事業実施予定クラブ

わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

平成 26 年度第１回役
員会が開催され、事業
計画・予算等を審議し
ました。今期の役員等
は左記のとおりです。
（26 年 5月 29 日現在）

元
気
で
長
生
き
に
は

　
　
　
会
話
が
大
切

河
和
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長
　
大
内
次
男

町
内
に新

ク
ラ
ブ
設
立

千
束
高
齢
者
ク
ラ
ブ

会
長
　
椿
山
勝
一

新
し
い
ク
ラ
ブ
誕
生
！

平成 26 年度予算

収入の部

＊主にスポーツ大会参加料

 会　費 1,920,000

 補助金
 水戸市 944,000
 社　協 285,000

 雑収入＊ 300,100
 繰越金 186,185

合　計 3,635,285

（単位：円）

 事務費 140,000

 会議費
 総会経費 260,000
 役員会経費 50,000
 委員会経費 70,000

 活動費

 芸能大会 250,000
 高齢者作品展 120,000
 スポーツ大会 480,000
 ブロック活動費 140,000
 高齢者クラブ大会 630,000
 広報活動・広報紙発行  150,000

 研修費

 女性委研修会 80,000
 健康づくり・
 介護予防研修会

40,000

 県老連主催研修会 30,000
 幹部指導研修会 80,000

 県老連負担金 680,000
 会議出席者負担金 30,000
 地区高連交付金 380,000
 慶弔金 20,000
 予備費 5,285

合　計 3,635,285

支出の部 （単位：円）

副会長（再任）
佐々木国雄
（双葉台）

副会長（新任）
酒出卓治
（上大野）

副会長（新任）
　女性委員会代表
　杉山さた（常磐）

副
会
長
紹
介
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

新
任
副
会
長
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、ご
推
挙
を
受
け
ま
し
て
、

副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
酒

出
で
ご
ざ
い
ま
す
。
未
熟
な
が
ら
副

会
長
の
重
責
を
担
う
に
あ
た
り
、
清

水
会
長
を
補
佐
し
て
伝
統
あ
る
市
高

連
の
向
上
の
た
め
一
生
懸
命
努
力
す

る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
あ
っ
た
高
齢
者
ク
ラ

ブ
を
つ
く
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
と

知
恵
を
絞
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
誠
心
誠
意
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
高
連
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
先
輩
方
の
築
か
れ
ま
し
た
実
績

を
尊
重
し
つ
つ
、
将
来
を
見
据
え
た

活
動
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
新
し
い
高
齢
者
ク
ラ
ブ

像
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
視

点
を
活
か
し
た
活
動
を
取
り
込
ん
で

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
長
を
中
心
と

し
て
頑
張
り
ま
す
。
楽
し
い
魅
力
あ

る
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が

ら
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
副
会
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
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わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

新
住
吉
明
星
会
（
吉
沢
地
区
）　

会
長　

鈴
木　

春
夫

　この事業は、茨城県内をはじめ全国の老人クラブ会員から寄
せられた救援拠金を活用して、次のような活動を行う高齢者ク
ラブ等に予算の範囲内で助成したものです。
⑴ 被災者を激励，慰問等を行うための活動
⑵ 友愛支援の活動
⑶ 寝たきり，閉じこもり防止等促進活動
⑷ 地域の高齢者との交流活動
⑸ ボランティア活動への取組みに係る活動
⑹ 地域見守りネットワーク事業「水戸市安心・安全見守り隊」活動

※必ず地域に居住する未入会の高齢者が参加
　した事業であること。
※単年度で終わらず，継続的に実施でき
　る事業であること。

①
発
行
責
任
者

会
長　

鈴
木　

春
夫

②
発
行
の
動
機

　

会
員
一
人
ひ
と
り
に
活
動
の

内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
平
成
２
年
の
ク
ラ
ブ
創
立

以
来
発
行
。

③
発
行
頻
度　

年
／
１
～
２
回

④
サ
イ
ズ　

Ａ
４
版

⑤
配
布
先

　

全
会
員
（
41
名
）

⑥
課
題

　

現
在
の
と
こ
ろ
会
長
が
題
材

収
集
か
ら
編
集
・
発
行
ま
で
を

行
っ
て
い
る
が
、
広
報
担
当
者

を
決
め
、
更
に
内
容
を
充
実
さ

せ
、
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
手
段
と
し

て
い
き
た
い
。

東日本大震災復興支援事業
平成２５年度

⑭オセロゲームとグラウンドゴルフ大会（松本町福寿会）
わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

安心・安全見守り隊発足
浜田竹クラブ　　会長　郡司　茂

　会の役員改選後、ひとり暮らし高齢者 (75 歳
以上 ) 見守り活動を強力に推進するため、役員
その他、協力いただける人材を数名集めプロ
ジェクトチームを編成、事務局を立ち上げた。
　当時、水戸市高連が「水戸市安心 ･ 安全見守
り隊」に参画したことから、当クラブでも事業
の一環として、積極的に取り組むことにした。
　民生委員東部ブロック、住みよい浜田を作る
会、社協浜田支部、浜田女性会、竹隈市民セン
ター等と連携し、情報交換を密にし、地域のひ
とり暮らしの方の所在を確認し、訪問しながら
加入の呼びかけを行っている。交流することで
地域の現状が把握でき、活性化が急速に進んだ。
　また、年末年始にかけ手作りの雑巾１５００
枚を浜田地区小中学校、福祉施設等 11 か所へ
贈呈し感謝されている。

⑦見守り隊の皆さん（浜田竹クラブ）

⑥ニュースポーツとビンゴゲームの集い（新荘地区高連）

　

水
戸
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
創
立
50
周
年
記
念

誌
「
輝
く
50
年
未
来
に
つ

な
ぐ
絆
」が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
、心
よ 

り
御
祝

い
申
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
50
年
、社
会
の
著

し
い
変
化
に
対
応
し
て
、

貴
会
が
培
わ
れ
て
き
た
業

績
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。ま
た
、記
念
誌
刊
行
に

あ
た
り
、戦
争
時
代
の
体

験
記
や
東
日
本
大
震
災
の

記
録
を
合
わ
せ
て
集
録
さ

れ
た
慧
眼
に
は
感
服
の
至

り
で
す
。

　

記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
た

95
名
と
い
う
多
く
の
方
た

ち
の
戦
争
時
代
の
体
験
記

「
語
り
継
ぐ
戦
争
体
験
」は
、

ま
さ
し
く
“
未
来
に
つ
な

ぐ
絆
”と
い
う
べ
き
大
変

貴
重
な
記
録
で
す
。水
戸

空
襲
や
戦
地
体
験
、国
内

で
の
戦
争
体
験
、抑
留
・
引

揚
げ
体
験
、戦
時
下
の
学

校
生
活
や
市
民
生
活
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
体
験
記
に

は
当
時
の
緊
迫
し
た
日
々

が
綴
ら
れ
、一
つ
ひ
と
つ

が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
若
者
た
ち
に
繋
ぐ
大

切
な「
記
憶
」だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

 

戦
争
終
結
か
ら
69
年
、

戦
争
の
時
代
の
反
省
が
こ

の
歳
月
に
平
和
を
も
た
ら

し
た
の
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。「
戦
争
で
亡
く
な
る
人

が
い
な
い
」と
い
う
幸
せ

を
手
放
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。戦
後
の
焦
土
か

ら
、尋
常
で
な
い
勢
い
で

復
興
を
遂
げ
た
力
の
源
は
、

「
平
和
な
日
常
」が
送
れ
る

こ
と
の
喜
び
で
あ
り
、希

望
を
持
て
る
時
代
へ
の
期

待
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。そ
の
出
発
点
を

再
確
認
し
、戦
争
は
二
度

と
し
て
は
い
け
な
い
！ 

と
改
め
て
肝
に
銘
じ
る
こ

と
が
、つ
ら
い
思
い
が
伴

う
体
験
を
寄
稿
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
報
い
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
の
使
命
も
、歴

史
や
文
化
を
伝
え
る
モ
ノ

を
未
来
に
残
す
こ
と
で

す
。人
間
の
記
憶
は
時
間

と
と
も
に
薄
め
ら
れ
て
し

ま
う
の
が
常
で
す
。し
か

し
、過
去
の
記
憶
を
た
ど

れ
る
ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、時
代
を
客
観
視

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。皆
様
の
体
験
の
記
録

は
、確
か
な
時
代
の
証
言

と
し
て
、忘
れ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
喚
起
し
続
け

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、こ
の
記
念
誌

の
刊
行
に
感
謝
し
、高
齢

者
ク
ラ
ブ
に
集
う
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
上
げ

ま
す
。

特
別
寄
稿

記
念
誌
刊
行
に
寄
せ
て

水
戸
市
博
物
館

館
長　

玉
川　

里
子

④唄の集い（カラオケ大会）の案内ちらし
（双葉台地区高連）

こ
ん
な
広
報
紙
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
③

「
明
星
会
だ
よ
り
」
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「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」は
年
２
回
、６
月
と
１
月
に
発
行
。

24
年
度
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
新
聞
ス
タ
イ
ル
で
発
行
し

て
い
ま
す
。㈱
博
報
社
関
東
支
社
の
協
力
を
得
て
、編
集
を

行
う
ほ
か
広
告
も
掲
載
し
ま
す
。 

●
高
壮
ク
ラ
ブ
（
会
員
の
投
稿
）　

約
３
０
０
字
以
内

　

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
、お
勧
め
健
康
法
、戦
争
の
体
験

等
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

●
会
員
文
芸
（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）１
人
２
句
ま
た
は
２

首
以
内

　

種
別
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
ク
ラ
ブ
を
ハ
ガ

キ
に
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
便
り（
ブ
ロ
ッ
ク
や
地
区
で
の
活
動
）約
５
０

０
字
以
内

　

他
の
ク
ラ
ブ
で
参
考
に
な
る
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

等
を
ご
紹
介
下
さ
い
。写
真
も
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

締
切
日
は
特
に
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。い
つ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。事
務
局
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
宛
に
、

原
稿
募
集
の 

ご
案
内
を
す
る
場
合
は
、締
切
日
を
お
守
り

下
さ
い
。紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、掲
載
の
採
否
は

広
報
委
員
会
で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　

字
数
を
超
え
た
も
の
等
は
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ま
た
、文
章
は
一
部
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

原
稿
･
写
真
は
原
則
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

事
務
局
ま
で

「
高
壮
だ
よ
り
水
戸
」投
稿
規
程

　

日
本
中
の
桜
日
和
を
こ
こ
六
番

池
町
内
児
童
公
園
に
す
べ
て
持
っ

て
き
た
よ
う
な
最
高
の
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
に
恵
ま
れ
た
４
月
８
日
、私

た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
花
見
が
総

勢
30
人
を
超
す
参
加
者
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
の
隅
に
あ
る
４
本
の
桜
は

ま
さ
に
こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
満
開
に
咲
き
誇
り
、時

折
、ハ
ラ
ハ
ラ
と
舞
い
散
る
花
び

ら
に
風
情
を
感
じ
つ
つ
、近
く
の

ス
ー
パ
ー
か
ら
借
り
て
き
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
４
台
に
盛
り
だ

く
さ
ん
の
肉
や
野
菜
や
焼
き
そ
ば

を
鉄
板
で
焼
き
、さ
ら
に
前
夜
か

ら
ベ
テ 

ラ
ン
会
員
が
精
魂
こ
め

て
作
っ
た
１
０
０
本
以
上
の
焼
き

鳥
が
網
の
上
で
こ
ん
が
り
焼
け
、

酒
や
ビ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん
は
か
ど

り
ま
し
た
。

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
か
ら
は
昔
懐

か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
若
か

り
し
頃
を
思
い
出
し
な
が
ら
共
に

語
り
合
い
、最
後
に
役
員
さ
ん
の

音
頭
で
元
気
に
万
歳
三
唱
を
し
て
、

散
り
行
く
桜
を
惜
し
み
な
が
ら
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

広
い
駐
車
場
に
愛
車
を
止
め
、

多
く
の
仲
間
た
ち
と
元
気
な
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
。清
清
し
い
一
日

の
始
ま
り
だ
。

　

入
園
す
る
と
正
面
に
パ
ン
ジ
ー
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
季
節
の
花
々

が
私
た
ち
を
歓
迎
す
る
か
の
よ

う
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。こ
こ
は
、

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
。解
放
感

い
っ
ぱ
い
の
大
草
原
で
あ
る
。空

は
ど
こ
ま
で
も
青
く
、松
林
、草
原

と
の
一
体
感
は
最
高
の
幸
せ
で
あ

る
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ

に
、フ
ラ
イ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
が
あ
る
。多
く
の
愛
好
者
と
共

通
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
。大

草
原
に
は
18
ホール
が
常
設
さ
れ

て
い
る
。直
径
20
㎝
前
後
の
円
盤

を
ホール
に
向
け
て
な
げ
る
。
投

力
、技
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。「
ナ

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」「
ナ
イ
ス
バ
ー

デ
ィ
ｌ
」な
ど
、お
互
い
に
認
め
合

い
、楽
し
い
時
間
は
過
ぎ
る
。和
気

あ
い
あ
い
と
会
話
が
弾
む
。仲
間

と
の
触
れ
合
い
が
、私
の
生
き
が

い
で
も
あ
る
。

　

私
は
後
期
高
齢
者
、あ
た
り
ま

え
が
あ
た
り
ま
え
に
で
き
な
い
こ

の
頃
、お
互
い
に
介
護
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

清
川
妙
（
作
家
）さ
ん
の
言
わ

れ
る
「
突
然
や
っ
て
き
た
ひ
と
り

暮
ら
し
」は
何
人
も
見
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
入
会
を
勧
め
て

も
、老
人
扱
い
は
い
や
だ
！ 

足
が

悪
く
て
活
動
で
き
な
い
！ 

入
会

し
て
も
見
返
り
が
な
い
！ 

な
ど

を
理
由
に
断
ら
れ
て
い
ま
す
。本

当
に
そ
れ
で
幸
せ
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　

入
会
す
れ
ば
誰
か
が
幸
せ
を
与

え
て
く
れ
る
…
は
子
ど
も
の
頃
の

考
え
方
、高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
身
内
、友
達
、近
所
の

他
人
に
恩
返
し
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。楽
し
さ
は
感
じ
る
も

の「
心
＝
感
性
」を
養
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。こ
の
感
性
に
よ 

り
自
然

の
中
に
も
、ク
ラ
ブ
活
動
の
中
に

も
、感
謝
を
味
わ
い
、明
る
く
幸
せ

感
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

す
。

　

ク
ラ
ブ
に
加
入
す
れ
ば
、友
達

が
出
来
、生
き
方
を
学
び
、感
性
を

磨
け
ま
す
。５
年
、10
年
先
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
今
日
を
楽
し
く
生
き

る
」こ
と
の
積
み
重
ね
で
、明
日
も

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆ 

俳
句

葉
ざ
く
ら
や
卒
寿
の
友
の
恙
な
く

浜
田
竹
ク
ラ
ブ
　
大
和
田
清
子

道
の
辺へ

を
春
風
花
を
敷
き
つ
め
て

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
國
男

子
の
枷か
せ

に
な
ら
ず
生
き
た
し
黄
水
仙

袴
塚
長
寿
会
　
江
幡
定
子

新
し
き
絵
馬
を
掲
げ
て
春
浅
し

袴
塚
長
寿
会
　
内
堀
武
子

白
き
腹
さ
ら
し
鮟
鱇
糶せ

ら
れ
お
り

袴
塚
長
寿
会
　
飯
島
良
子

晩
学
や
影
を
道
連
れ
観
梅
に

袴
塚
長
寿
会
　
稲
田
良
恵

友
と
会
う
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
雛
作
り

袴
塚
長
寿
会
　
長
山
と
し

避
け
て
ゆ
く
ぴ
ん
こ
ろ
様
の
落
椿

柵
四
長
寿
会
　
淀
名
和
幸
子

主
待
つ
仔
犬
の
眼
玉
花
の
冷
え

住
吉
町
楽
寿
会
　
高
島
晃
明

介
護
部
屋
窓
の
額
縁
さ
く
ら
観
る

西
原
長
寿
会
　
関
澤
　
茂

空
い
っ
ぱ
い
広
が
る
香
り
金
木
犀

西
原
長
寿
会
　
関
澤
み
す

遣
る
瀬
な
き
懸
想
む
な
し
彼
岸
花

吉
田
梅
寿
会
　
平
野
久
枝

花
吹
雪
子
ら
も
誘
わ
れ
踊
り
出
す

吉
田
梅
寿
会
　
後
藤
輝
武

葉
書
絵
の
さ
み
ど
り
が
好
き
蕗
の
薹

吉
田
梅
寿
会
　
大
倉
利
子

タ
ン
ポ
ポ
を
摘
み
つ
つ
は
ず
む
子
ら
の
こ
え

梅
が
丘
東
長
寿
会
　
大
谷
岩
男

凛
々
と
万
年
青
の
精
気
寒
の
庭

袴
塚
長
寿
会
　
滝
田
光
子

黄
水
仙
今
日
を
生
き
た
る
証
し
の
絵

幼
き
日
首
に
飾
り
し
落
ち
椿

梅
が
丘
東
長
寿
会
　
畠
山
み
ゑ

◆ 

短
歌

備
前
堀
流
れ
る
水
は
嵩
増
し
て

　
　
　

田
植
え
間
近
き
田
を
め
ざ
し
ゆ
く

浜
田
竹
ク
ラ
ブ
　
平
賀
多
美
枝

旅
の
宿
日
頃
の
憂
さ
を
忘
れ
去
り

　
　
　

湯
ぶ
ね
で
仰
ぐ
朝
焼
け
の
富
士

渡
里
圷
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
　
清
水
テ
ル

若
き
ら
は
子
ら
の
手
を
借
り
苗
づ
く
り

　
　
　

機
械
種
蒔
き
夕
茜
輝
る

小
吹
長
寿
会
　
小
林
哲
子

◆ 

川
柳

満
面
の
笑
顔
が
集
い
て
喜
寿
祝
ふ

吉
田
梅
寿
会
　
後
藤
輝
武

そ
の
話
聞
い
た
言
わ
ぬ
と
意
地
を
張
る

自
由
が
丘
長
寿
会
　
國
井
敏
子

耄も
う
ろ
く碌
も
痴
呆
も
駄
目
よ
と
認
知
し
ょ
う

鯉
の
ぼ
り
親
子
で
同
じ
風
を
受
け

梅
が
丘
西
長
寿
会
　
諏
訪
綱
雄

ぬ
か
な
い
で
花
は
直
ぐ
に
は
咲
か
な
い
よ

東
照
宮
明
正
会
　
佐
藤
雄
一

支
給
日
は
老
い
た
二
人
の
命
づ
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
チ
若
さ

浜
田
松
一
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
と
き
子

※
選
者
は
、
山
川
庫
氏
、
山
川
綾
子
氏
で
す
。

　

添
削
し
た
句
も
あ
り
ま
す
。

わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

高壮クラブ

皆さんの
投稿欄です

お
花
見
会

六
番
池
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

遊
佐
　
恒
義

明
日
も
楽
し
く

グ
リ
ー
ン
千
波

大
里
　
公
雄

デ
ィ
ス
ク
・
ゴ
ル
フ
で

生
き
が
い
づ
く
り

藤
井
寿
楽
会冨

田
　
　
貢

文 

芸

◆ 

俳
句

◆ 

短
歌

◆ 

川
柳

 
 
 
 
 
 
 
 
 

勧誘から始めよう 
会員一人ひとりが勧誘の担い手 

 

●成功例に共通しているのは勧誘活動 

 ・クラブに参加したきっかけは「誘われて参加

した」が最も多い。一方、参加していない高

齢者に参加しない理由を尋ねると「誘われた

ことがない」が一番多い 

 ・「まず、誘うこと」、勧誘活動は会員増強の

基本です 

●勧誘に際しては「高年は高年に」「女性は女

性に」「若手は若手に」行うことが有効 

 ・会長や役員任せにせず、会員一人ひとりが

地域で孤立した高齢者がいないように近隣

の高齢者に声をかけ、クラブに誘いましょう 
 
 

 

クラブをＰＲしよう 
知られていますか、あなたのクラブ 

 

●自治会・町内会活動に積極的に参加し、ク

ラブの存在を知ってもらう 

●行政と連携して、「介護予防活動」の輪を地

域に広めよう 

●口コミ、ポスター、チラシ、会報、ホームペー

ジ等工夫してＰＲしよう 

●サロン活動は、最高のＰＲの場です。運営に

関わろう 

 
 
 
 
 
 
 

クラブをつくろう 
すべての地域にクラブの設置を 

 
●地区会や自治会・町内会と連携して未設置

地域にクラブをつくろう 

●休会、解散したクラブを再生、復活させよう 

 ・会員減少の 7割がクラブの解散が理由です。

地域の皆さんと相談して、会長後継者をお

願いしてみよう 

●新しいタイプのクラブをつくろう 

 ・趣味、文化活動等を主に行うサークル型の

クラブをつくろう 

 ・子育て、清掃、生活支援等が中心のボラン

ティア型のクラブをつろう 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      単位クラブや地区高連で作成した入会案内・会員募集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取り組み体制の提案 
単位クラブ、地区高連へ 

 

 運動の効果が高まるよう次の取組体制を提

案します。これらを参考に実情に合わせて、

具体的な取り組み体制を設定してください。 

●会員増強委員会（仮称）の設置 

 ・高年、女性、若手代表者を加えた増強委

員会の設置 

 ・クラブ内の自己点検の実施 

 ・地域内対象高齢者の実態把握（高年、女

性、若手別に把握） 

●地区会、町内会関係者との連携（新設、復

活クラブ、会長後継者等について） 

●具体的な勧誘活動、ＰＲ活動の推進 

水戸市高連の取り組み（案） 
 
●専門委員会の設置 

 ・活動の統括、推進を図る機関となる 

 ・事務局と連携し、相談機能を強化する 

●ＰＲ活動の支援 

 ・単位、地区高連等の広報活動を積極的

に支援する 

 ・ポスター、チラシの作成、ＨＰでのＰＲ 

●解散、休会クラブや未設置地域の所在把

握 

 

水戸市高齢者クラブ連合会は高齢者の支え合い・健康・仲間

の大切さを合言葉に社会貢献するクラブづくりに励んでいます。 

全国約１１万クラブ、６６８万人の会員が一斉に取り組む会員

増強運動は、それぞれのクラブや地区高連が独自の工夫を凝ら

し計画を立て実施するものです。平均的に見ますと５年間で、５０

人のクラブは純増８人、３０人の場合は５人増で達成できます。楽

しい、素敵な仲間づくりに参加しませんか？ 

単位クラブや地区高連で作成した入会案内や会員募集 
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桜
前
線
も
次
第
に
北
上
を
始
め

た
３
月
半
ば
、市
高
連
の
研
修
旅

行
に
参
加
し
た
。

　

バ
ス
２
台
で
、水
戸
を
７
時
に

出
発
、途
中
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

随
時
休
憩
を
と
り
な
が
ら
常
磐
・

外
環
・
関
越
鶴
ヶ
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
を
経

て
中
央
道
へ
と
優
秀
な
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き
で
進
む
。

河
口
湖
Ｉ
Ｃ
へ
12
時
半
に
到
着
。

　

昼
食
は
山
梨
名
物
の
「
ほ
う
と

う
」（
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
具
が
た
く
さ

ん
入
っ
た
煮
込
み
う
ど
ん
）を
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
し
、最
初
の
見
学

地「
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
」へ

と
バ
ス
を
走
ら
せ
、様
々
な
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
音
色
を
堪
能
し
た
。

　

途
中
の
道
々
に
は
、観
測
以
来

最
高
の
積
雪
を
記
録
し
た
大
雪
の

跡
が
ま
だ
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
っ

て
い
た
。

　

世
界
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産

の
一
部
と
し
て
認
定
さ
れ
た
忍
野

八
海
を
見
学
、そ
の
厳
か
で
神
秘

的
な
湧
水
池
に
し
ば
し
時
間
を
忘

れ
見
入
っ
た
。長
旅
に
い
さ
さ
か

疲
れ
も
あ
り
、一
路
今
夜
の
宿「
ホ

テ
ル
鐘
山
苑
」へ
と
ス
ピ
ー
ド
を

速
め
到
着
。

　

宿
は
、目
を
見
張
る
美
し
い
豪

華
な
ホ
テ
ル
で
、一
瞬
立
ち
止
ま

り
あ
た
り
を
見
渡
し
て
し
ま
っ

た
。部
屋
に
案
内
さ
れ
、早
速
浴
場

へ
と
向
か
い
暖
簾
を
く
ぐ
る
と
目

の
前
に
は
大
浴
場
が
湯
煙
を
あ
げ

て
い
た
。浴
槽
か
ら
待
望
の
富
士

山
を
眺
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、温
泉
は
期
待
ど
お
り
格
別

だ
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
懇
親
会
の
時
間
と
な

り
、宴
会
場
か
ら
は
食
欲
を
そ
そ

る
香
り
が
空
腹
の
私
た
ち
に
せ
ま

り
く
る
。会
員
の
皆
様
と
親
し
く

懇
談
が
進
み
、楽
し
く
、朗
ら
か
な

時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

翌
朝
、窓
の
カ
ー
テ
ン
を
開
け

た
途
端
目
の
前
に
見

事
な
朝
焼
け
の
富
士

山
が
出
迎
え
た
。
感

極
ま
り
２
度
３
度
と

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。

　

２
日
目
の
出
発
。ホ

テ
ル
と
別
れ
、「
河
口

湖
ハ
ー
ブ
館
」「
西
湖

い
や
し
の
里
根
場
」最

後
の
見
学
地
「
幸
せ
の

丘
あ
り
あ
ん
ず
」で
昼

食
。全
て
の
研
修
計
画

も
無
事
終
了
し
、甲
府

南
Ｉ
Ｃ
よ
り
高
速
道

を
一
路
水
戸
へ
と
バ

ス
は
走
る
。

　

こ
の
旅
行
は
私
た

ち
高
齢
者
に
と
っ
て

明
日
に
繋
が
る
研
修

で
も
あ
り
ま
し
た
。計
画
に
あ

た
っ
た
研
修
·
旅
行
委
員
会
の
皆

様
に
感
謝
し
、厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

　

平
成
26
年
１
月
31
日
、ミ
オ
ス

大
会
議
室
に
、作
家
の
岡
崎
英
生

先
生
を
迎
え
て
講
演
研
修
会
を
開

催
。参
加
者
は
ク
ラ
ブ
会
長
、女
性

委
員
な
ど
１
７
０
人
。

　

講
師
は
北
海
道
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

栽
培
の
歴
史
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
魅

せ
ら
れ
た
農
家
富
田
忠
雄
氏
の
人

生
の
不
思
議
を
熱
く
語
っ
た
。

　

合
成
香
料
の
普
及
で
香
料
作
物

と
し
て
価
値
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た

ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
、道
内
外
の
写
真

家
の
紹
介
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
る

の
だ
が
、花
の
美
し
さ
や
香
り
と

い
う
人
間
の
感
性
に
触
れ
た
感
動

や
共
感
は
芸
術
品
や
世
界
遺
産
の

よ
う
に
根
強
い
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
く
。（
清
水
）

　このたびは、水戸市高齢者クラブ連合会広
報紙「高壮だより水戸」の発行にご協賛いただ
きましてありがとうございました。
　高齢者クラブは、高齢者の①生きがいや健
康づくり ②地域奉仕や友愛活動 ③子どもと
のふれあい活動などの社会活動を通して明る
い長寿社会づくりに努めることを活動目的と
しております。
　広報紙は、会員相互の親睦・交流のほか、地
域の皆様に活動をご理解いただき、新規加入
をお願いする目的も持っております。
　これからもご支援、ご理解の程よろしくお
願いいたします。

水戸市高齢者クラブ連合会
会長　清水　昭郎

スポンサー各位への御礼スポンサー各位への御礼

第
21
回
女
性
委
員
会

代
表
者
研
修
会

▼
人
口
減
少
社
会
や
超
高
齢
社
会
の
実
感
は
捕
え
に
く
い
。

高
齢
者
が
人
口
の
３
分
の
１
を
占
め
る
社
会
を
想
像
で
き
ま

す
か
？
▼
原
発
事
故
の
影
響
で
、若
い
世
代
７
千
人
以
上
が

市
外
に
避
難
し
て
し
ま
っ
た
南
相
馬
市
で
は
、高
齢
者
の
割

合
が
23
％
か
ら
一
挙
に
29
％
に
上
が
り
、約
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
の
都
市
と
な
っ
た
。す
な
わ
ち
、10
年
後
の
縮
図
が
突

然
現
代
に
出
現
し
た
の
だ
。医
療
・
介
護
の
現
場
で
何
が
起
き

た
か
と
い
え
ば
①
市
立
病
院
で
は
、２
３
０
床
あ
る
ベ
ッ
ド

の
う
ち
80
床
が
看
護
師
不
足
で
使
え
な
い
②
退
院
後
の
介
護

計
画
を
立
て
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
決
ま
ら
な
い
③
１
日
３

回
の
訪
問
介
護
を
希
望
し
て
も
１
回
し
か
で
き
な
い
④
介
護

予
防
に
欠
か
せ
な
い
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
ず
寝
た
き

り
に
な
る
人
が
多
く
な
る
等
々
▼
市
立
病
院
で
臨
床
研
修
を

行
っ
た
若
い
女
医
は
、今
後
介
護
士
や
看
護
師
等
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
は
無
理
で
し
ょ
う
、南
相
馬
市
で
参
考
に
な
っ

た
こ
と
は
、高
齢
者
同
士
の
助
け
合
い
だ
と
言
う
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
お
茶
出
し
、買
い
物
の
手
助
け
を
拝
見
し
た
。お
む

つ
の
交
換
な
ど
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
す
る
に
し
て
も
、掃
除

や
声
掛
け
は
高
齢
者
に
も
で
き
る
。「
地
域
で
高
齢
者
が
支
え

合
う
仕
組
み
を
ど
う

作
る
か
が
こ
れ
か
ら

の
課
題
の
一
つ
だ
と

思
う
」と
結
ん
で
い
る
。

（
朝
日
新
聞
26
年
４
月

23
日
号
13
面
か
ら
）

副会長　　酒出卓治

委員長　　岩本多實
副委員長　大里公雄
委　員　　羽田和一
委　員　　大内靜江
委　員　　岡部壽子

広報委員会

わたしたちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています

水
戸
市
高
連
研
修
旅
行

忍
野
温
泉
・
河
口
湖
の
旅

羽
田　

和
一
（
緑
岡
）

講演時のスライドから写真複製


